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港湾計画変更の背景及び課題

《背景》
○背後圏企業の増産計画
背後圏企業による完成自動車の増産計画により、自動車関連貨物（鋼材）等を含めた貨物取扱量

の増加が見込まれる。

○輸送船舶の大型化
輸送の効率化のため船舶は大型化しており、取扱貨物量の増加に伴い更なる大型化が見込まれる。

《対応》
船舶の大型化に対応した岸壁の整備、及び公共ふ頭用地の拡大を図る。

須賀地区公共ふ頭用地
狭隘であるため窮屈な利用を強いられている

現在の須賀地区岸壁（水深７.５ｍ）

船舶の大型化への対応が課題

《課題》
○船型の大型化への対応
公共岸壁の水深は７．５ｍであり、将来の船舶の大型化に対応できない。

○狭隘な岸壁背後用地
現状、公共ふ頭用地は狭隘であり、完成自動車増産後の貨物取扱いに対応できない。
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今回計画

現況

港湾計画一部変更の内容

港湾の能力（内貿取扱貨物量）の上方修正
２３０万トン→２６０万トン

（完成自動車、鉄鋼、鋼材の増加）

岸壁 水深 ： ７．５ｍ、延長 ： １３０ｍ
物揚場 水深 ： ４ｍ、延長 ： １９２ｍ

現況

今回計画

岸壁 水深 ： １０ｍ、延長 ： ２４０ｍ
ふ頭用地 ： ２．４ha追加
泊地：水深 ： １０ｍ、面積 ： ３ｈａ
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